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し ら ん し
という大阪堂島に金看板をあげた大相場師が、ある
時すべてを捨てて俳人として生きる決心をし、京都嵯峨野の落柿舎庵主になっ
て、保田と交流が始まったというエピソードが印象的だった。
５　まとめ
読後感として、一つ一つの章に現れる畸人は、一人で章を背負っている場合
もあれば、数名の人たちのエピソードで組み立てられている章もある。図書全
体の感想は、文明論と畸人傳とがうまく調和し、保田の作品の代表作の一つと
して考えてよい。
しかし、その図書構造をこれまでのKT2による重要語や人名による可視化と
いう方法論で分析した本論では、あらためてそのことの難しさについて知った。
つまり、長編小説や編年体の文学史や、学術論文に近い文章に比較して、『現
代畸人傳』は、ある種きままな構造を持った随想であることが可視化を難しく
した原因だった。文学や歴史など、保田という思想家における専門用語
テクニカルターム
、そし
て固有の人名が、一定以上の頻度を持たない本書では、これまでのような明確
なパターンを見ることが困難であった。このことは、まだ曖昧模糊としている
が、作者の連想について分析する新たな手法を導入する必要がある。
さて以下、本論全体のまとめを記しておく。
まず３章１において、テキスト『現代畸人傳』で用いられている事項・人名
用語を粗く抽出し、おおよその傾向をみた。表１のように明瞭な事項が現れず、
一般的な用語が上位を占めた。これはしかし、保田のコンテキストの中ではそ
れぞれが特徴ある意味を与えられているのだが、それを機械的な本論の手法で
は、明示することができなかったにすぎない。
人名には、豊壺（菓子職人）、三村先生（図工の教諭）、工藤君（彫刻家）、
岡先生（数学者）、兵本君（作家）、普羅（俳人）の６名が上位100件以内に現
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れた。このうち、岡潔先生は文化勲章受章の著名人で、普羅は俳句の世界では
文学史に残る人である。一般に、岡潔以外は無名の市井人としてよいだろう。
このことから、本テキストでの畸人傳とは市井の人を対象に扱っているという
傾向が明確になる。
図２ではこの用語群を手技で大分類（表２）し、その結果を地図化した。
この地図（図２）から、おおよそ「◎くらし」という用語群が各章に間断な
く現れ、それに付随して畸人が各章に中心人物ないし、数名の群としてあるこ
とがわかる。とは言っても、これらのパターンは従来の実験に比べると明瞭さ
に欠け、随想というものを本論方法で扱う限界もよく現れている。
次に３章２では、この人物と事項とを詳細にしらべ、異同をみた。そうして
事項・人名をあわせ、表４にある頻度の高い上位37件を調査対象とした。
４章１ではこの37件の用語群をクラスター分析したが、そこからは明瞭なク
ラスターが得られなかった。それはつまり、デンドログラム上では形があるの
だが、実際にテキストにあたってみると、各クラスターの要素が意味的に密度
のあるものが少なく、事例としては「クラスター・今東光＆斉藤剣石」をあげ
解釈を施したが、他のクラスターでは、確然としたものが少なかった。各章に
現れた人名は、ほぼ独立した描写をされていると言ってよいだろう。ただし、
萩原朔太郎や佐藤春夫は保田の師匠筋の作家としておりおりにその各畸人をつ
なぐ糸になっている。今回は、その糸が細い故に、意味を伴ったクラスターが
得られなかったと結論した。
最後に４章２で、同じ37件の用語群を地図化し図４を得た。この図４をこれ
までは、先行して得られたクラスターを元に分析してきたが、今回は図４単独
で、各章に共時的に現れた人名を調査し分析し、その結果を記した。
ただし断っておくと、テキストに明らかな意味関係が無いからクラスターが
生じなかった、という表現では誤解が生じるかもしれない。図３にみるように、
いくつかのクラスターは図に現れている。これの意味は、著者保田の心に去来
した人物が、ある連想に順って表現され、結果としてこういうデンドログラム
を描いたという事実が大切だと考える。
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よって図３で得られた各要素用語群の順番は、距離の近縁、類似度を内包し
ているので、その順番を図４の地図に使った。
最後に、本論で得た結論を記しておく。
（１）保田が描く畸人とは、市井人をさす。このことはテキスト精読の結果と、
図２の大分類・用語地図とが一致する。
（２）随想という形式は、これまでの可視化方法論（KT2）では難しいことが
分かった。
（３）各章に現れる人物の関係は、連想によるものと思量されるが、これを可
視化する方法はまだ得ていない。連想とは、たとえば吉野の老舗旅館の古老
（長楽翁）についてその畸人ぶりを縷々しるし、ところでその夫人は作家・五
味康祐のファンである、とテキストが進む。そして五味に関してはまた別のエ
ピソードとして語られる。このような連想の内実はテキストを読む限り非常に
わかりやすく理解しやすいのだが、これまでの方法でそれを明示するのは困難
である。
（４）どの章が、どの人物が、私という一人の読者にとって印象深いものだっ
たのか。これは本論の方法論からは外れるのだが、テキストの特徴として記し
ておく。
まず、序章の二つに保田の文人としての才能が的確に現れていた。月夜の美
観で京都の月を語り、神話の中の月読尊へ導く。そこから兄弟神あるいは同一
神とも思われる素戔嗚尊に筆が進み、この神の特徴として、世界を枯らすほど
泣いたという、普通なら泣いたら涙で世界が水浸しになるというところを、泣
いたから世界が枯らされるという不思議な話にいく。その答は、実は心中には
涙川があって、世界の水が涙となってその涙川に注がれるという話になる。そ
れらを語るに和泉式部を中心とした日本古典文芸の神髄に触れ、古典のおもし
ろさや特徴が心の底まで届く名文になっていた。
人物としては、それぞれがおもしろく興味深い人達だったが、一人を選ぶと
したなら、「八　行道有福観」に登場した長楽翁だった。現代も著名人の宿泊
で名高い宿の主人（故人）が、戦後の宮様に、これからはそういう商売では立
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ち行かなくなると諭され、保田の前でむせび泣いたという、そういうイメージ
がくっきりと読者（私）の目に甦った。
以上、本論をまとめて端的に記すなら、随想のような構造を持つ文芸に対し
ては、作者の連想の軌跡が重要となり、別の方法論を用いなければ可視化する
ことはできない。しかし、これまでの方法であっても、あわやかなパターンと
して、人物や事項が立ち現れる事実は残った、となる。
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